
審議会等の会議結果報告書 

【担当課】   文化財課 

会 議 の 名 称 平成 25 年度 第 1回文化財審議委員会 

開 催 日 時 平成 25 年 6 月 5 日（水） 13 時 30 分～16 時 

開 催 場 所 市役所 7階 704 会議室 

出 席 者 

文化財審議委員  小平正八 浦野岳孝 会田進 小池春夫 下倉孝繁 

両角英晴 

教育委員会    牛山英彦教育長 鵜飼幸雄課長 小林深志係長 小池

岳史主査 塩澤恭輔主事 

欠 席 者 名取陽委員 

公開・非公開の別 公開 ・ 非公開 傍 聴 者 の 数    0  人

議題及び会議結果 

発言者 協議内容・発言内容（概要） 
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下倉委員 

鵜飼課長 

１．開 会 

２．委嘱書交付 

３．教育長あいさつ 

４．自己紹介 

５．茅野市文化財保護条例について 

６．文化財審議委員長・副委員長選出 

 事務局腹案により委員長に小平正八氏、副委員長に小池春夫氏が選任。

７．審議委員会の公開について 

８．協議事項 

（牛山教育長退席） 

（１）槻木舞台の現状変更申請について 

  現地にて担当者から現状と修復方針等の説明を受ける。 

  庁舎に戻り協議再開 

事務局から槻木舞台変更申請についての説明 

変更点は、ひとつは 4 月申請の今年度予定の前後の雨戸を大きくし開閉

できるようにする工事。もうひとつは、5 月申請の来年度予定の舞台の回

転を可能にする工事と壁の穴を塞いで鳥や蜂の侵入を防ぐ補修の 2点。 

基礎を何もしないというのが気になった。柱根が腐ってきていたように

見えたが何もしなくて良いのか。本格的に修繕をするならばコンクリート

を打つなりした方が良いのでは。金銭的に難しいとも思うが、補助金を出

すことになる可能性もあり、しっかりとした指導が必要。 

 基礎から修繕したほうが良い。ただ、現状の姿のまま直すのが良いのか、

文化財として長期的に残す修繕をした方が良いのか。現状を文化財として

保存するのには現在の材種を使う方が良い。また、長持ちさせるには基礎

から直すことが考えられる。 

 舞台正面と横の側溝のレベルが高く、気遣いが見られなかった。古文化

財の修繕の専門家に見てもらっていないのでは。 

 裏の方がもっと高い。鋤いて低くした方が良い。 

 すでにされている修繕部分は文化財審議委員会で審議もしたが、審議委
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員以外の古文化財の修繕の専門家に見てもらってはいない。 

 文化財の専門家の指導の下やった方が良いとは思うが、金銭の問題が出

てくるか。 

 お金をかけるならば活用・利用の面から市民が使え、還元されるのが高

まればいいと思う。貴重な廻り舞台、活用されれば良い。 

文化財としてはどんどん使ってもらった方が良い。きちっと指導はする

べきと思う。4 月申請の雨戸関係の当面の修理を認めて、大きな部分とな

る 5 月の申請分は補助申請も考え、時間をかけながら委員の先生方と審

議・個別指導などではどうか。 

全体としては問題有となるか。4月申請分の雨戸の修復については指導・

回答をしなければと思うがどうか。 

4 月申請の部分では建具の材料等は審議会が指導しながらでいいのでは

ないか。 

文化財としての修理をすべき。元の状態に戻すにしても指定時の状態に

戻すのか、建築当時の状態に戻すのか。雨戸などは元々なかったのではな

いか。 

建築時に雨戸はなかったと思う。 

文化財としては平成 7年の状態を指定している。 

現状での指定ならば戸をどうするか。構造体はそのままとしても心配は

基礎の部分になる。 

雨戸などの建具の前に基礎の修理では。 

よろびを直すなら基礎の問題もある。5 月申請の分については、基礎部

分からしっかりやるように投げかけてはどうか。考え方をまとめて図面化

して提出してもらい検討したらどうか。 

修理をやるのだったらきちんとした修理を投げかけて、その後再度議論

した方が良いのでは。設計資料に基づいた修復・検討が大事と思う。大き

な修理が必要な部分については下倉委員などの指導をつけるという回答で

はどうか。 

4 月申請の件については許可ということで良いか。 

5 月の申請についても水平や基礎、土台は考慮するということでいいの

では。 

5 月の申請の部分については秋ごろをめどに図面化・文書化してもらう

ようにしたい。 

文化財審議委員会としては下倉委員の指導を受けるということで 4 月の

申請を許可、5 月の申請については基礎のことや、よろび、外回りの地盤

などの図面を出してもらってもう一度協議・ヒアリングするということで

の許可でいいでしょうか。 

（一同同意する） 

4 月の申請については良いと思うが、戸板等の修理をした後にそれが無

駄にならないようにと思う。 

市の方としてはどうですか。 

市と専門家としての下倉委員とで担当者と連絡を取り合って指導してい

きたいと思います。 

９．報告事項 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 24 年度文化財事業報告 

 平成 25 年度文化財事業計画 

10．その他 

11．閉会 

 午後 4時審議終了 

 

 

 

 

 


